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平成 28年度の事業概況 
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営農事業 

お 米 の 振 興 

• 平成 28 年 11 月、第１回ＪＡたじま営農振

興大会を開催し、「ＪＡたじま営農・畜産振興

方策 2020」を組合員へ発表しました。 

• 酒造好適米であるフクノハナ、兵庫北錦を中心

に、酒造会社の要望等に応えるため、意見交換

会を開催しました。 

• コウノトリ育むお米生産部会、つちかおり米協

議会を中心に、田植や生きもの調査、稲刈りな

ど消費者との交流会を通じて、産地ＰＲと食農

教育活動に取り組みました。 

• コウノトリ育むお米のＰＲと販売拡大につな

げるため、歌舞伎役者の片岡愛之助さんをイメ

ージキャラクターとした販売促進活動をはじ

めました。 

• 中東のドバイで開催された国際総合食品見本

市「ガルフード 2017」へコウノトリ育むお

米を出展し、本格的な輸出に向けたＰＲを行い

ました。 

 

特産物の振興 

• たじまピーマンの産地拡大と安定生産に向け

て部会員の募集を行うとともに、拍動潅水装置

設置の推進やピーマン包装施設の作業効率の

向上をはかりました。 

• 朝倉さんしょの栽培本数増大に取り組むとと

もに、冷凍加工による通年販売を行い、ブラン

ド力の強化をはかりました。 

• 有機農業者の増加と地域の自然環境の保全を

目的とした有機農業教室を、豊岡営農生活セン

ターを会場として開催しました。 

 

営農指導・利用・資材・農機事業 

• 水稲の生産コスト削減に向けて、肥料実験の結

果、新たに基肥一発肥料「有機入りエムコート 

288」を導入しました。 

• 新たに、以前から要望のあった「プール育苗」

に取り組み、「コウノトリ育むお米の 30 日

苗」を供給しました。 

• 水稲種子生産の高品質化と作業の効率化を目

的に、養父水稲種子センターの能力増強を実施

しました。 

• 担い手支援センターを設立し、担い手農家や営

農組織などへの支援活動に取り組みました。 

•  ｢ＪＡたじま農業機械安全使用協議会」による

農業者向け労災保険の普及拡大に取り組みま

した。 

• 水稲栽培暦の変更に伴い、採用した肥料の価格

を重点的に下げて生産コストの低減につとめ

ました。 

• 農作業事故減少に向けて、営農組合や生産部会

で安全講習会を開催しました。 

 

直売所の活動 

• 開店６年目のファーマーズマーケット「たじま

んま」は、地域の方はもとより、多くの観光客

にご来店をいただきました。 

• 品揃えの一層の充実に向けて、出荷登録者数の

拡大につとめました。 

• 栽培講習会・出荷者大会では手取りの向上に向

けて、新しい品目・花卉類などの情報を積極的

に提供しました。 

• ７月に開催した「創業祭」会場には、全国各地

より 17 の提携ＪＡによる特産品の対面販売

を行い、会場を盛り上げました。 

• 豊岡北、出石、香住、浜坂の朝市のほか、豊岡、

日高、養父、和田山の量販店内のインショップ

「農協の八百屋さん」として、直売所の活動に

取り組みました。 

 

畜産事業 

繁殖和牛・但馬産肥育牛の振興 

• 全国で子牛価格が上昇するなか、但馬牛の継続

的な改良方針が高く評価され、但馬家畜市場は

昨年・一昨年に引き続き子牛平均価格全国１位

となりました。 

• 第 98 回兵庫県畜産共進会が淡路家畜市場で

開催され、ＪＡたじま管内から種牛の部 12 

頭、肉牛の部に７頭が出場してどちらも最高位
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を独占しました。また、両部門でＪＡたじまが

３年連続団体優勝を果たしました。 

• 国の畜産クラスター事業を活用した牛舎・堆肥

舎を取得し、新規就農者２件を含む３経営体に

貸付しました。 

 

但馬牛のブランドを高める肉の店 

• 兵庫県畜産共進会に出品された地元牛３頭を

購入し、特別頒布企画や旅館・レストランでの

特別メニュー用として販売しました。 

• 但馬以外の方にも但馬牛の魅力を知ってもら

うため、ふるさと納税の謝礼品としての提供や、

インターネット販売に取り組みました。 

 

福祉・経済・生活事業 

くらしに安心を与える福祉事業 

• 豊岡・浜坂・八鹿・和田山の各介護センターで

訪問介護事業・居宅介護支援事業に加えて高齢

者生活支援事業に取り組み、多くの方にご利用

いただきました。 

• 質の高い介護サービスを安定的に提供できる

よう、各種研修会への参加による知識・技術習

得をはかったほか、ヘルパー勉強会の充実を行

い、更衣介助・ターミナルケア・口腔ケア等、

スキルアップにつとめました。 

 

くらしの安全・安心を守る生活購買事業 

• 国産原料商品を中心とした、安全・安心でくら

しに役立つ商品を、「ＪＡくらしの宅配便」を

通して女性会員や組合員へお届けしました。 

 

快適で環境にやさしいＬＰガス事業 

• 24 時間 365 日体制で、利用者の保安体制

を堅持しました。特に高齢世帯への配慮として、

器具の点検と安全指導を行う「シルバーサポー

ト活動」に取り組みました。 

• ガス器具合同展示会(ウィズガスてん)をたじ

まんま隣接地で開催し、多くのお客様にご来場

いただきました。 

 

健康で文化的な生活を応援する生活文化事業・旅

行事業 

• 女性会の生活文化活動や健康福祉活動、組織購

買に対する支援を行いました。 

• 組合員の健康管理の一環として、町ぐるみ健診、

特定健診を実施しました。また、ふれあい祭り

などのイベント来場者に向けた骨粗しょう症

健診を実施しました。 

• 各支部単位で年金友の会旅行を実施し、多くの

方に参加・交流いただきました。 

• ＪＡたじま海外特別企画として、「マカオと香

港４日間」「ゴールドコースト・シドニー６日

間」を実施しました。 

 

信用事業（地域密着型金融への取り組み） 

農業メインバンクとしての取り組み 

• ｢農業」メインバンクとして地域の営農振興を

サポートするため、「担い手応援営農資金」等

の提供に取り組みました。 

  

生活メインバンクとしての取り組み 

• 兵庫県下統一の貯金キャンペーンに加え、ＪＡ

たじま独自に但馬農産物が当たるキャンペー

ンを展開し、多くの方にご利用いただきました。 

• 裁定請求をされる際など、多くの方に、年金の

受給口座をＪＡにご指定いただきました。 

• 住宅ローン・年金等の資金ニーズに対応するた

め、全店統一の休日相談会を開催しました。 

 

利用者満足度の向上 

• 各種研修会の開催や資格取得を通じて、職員の

知識や対応力の向上につとめました。 

• 組合員・利用者からの相談対応の場として、各

種相談会を開催しました。 

• 年金友の会会員へのサービスとして、新たに喜

寿・米寿のプレゼントを開始しました。 

• 会員相互の親睦を深めるため、年金友の会で各

種イベントを開催しました。 
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共済事業 

ひと・いえ・くるまの総合保障の拡大 

• 世帯の保障点検活動「３Ｑ訪問活動」を通じ

て、ＪＡ共済の普及拡大につとめました。 

 

もっと便利に、さらに安心 

• 新たにタブレット端末「Lablet’s（ラブレッ

ツ）」を導入し、よりきめ細やかな保障点検と

提案活動を行いました。 

• 広域災害の発生に備えて損害調査体制の充実

につとめました。 

• 事故発生時の迅速な対応につとめるとともに、

事故などに関して安心してご相談いただける

よう、弁護士による交通事故相談活動を実施

しました。 

• 自動車損害調査体制の再構築を行い、平成 

29 年２月１日より、共済連とＪＡが一体的

に運営する｢ＪＡ共済連但馬サービスオフィ

ス」を設立するとともに、４つの事故相談セ

ンターを八鹿に集約しました。 

 

組織面の活動 

• 地域の活性化を目指し、組合員、支店運営委

員会、役職員が協力して、「地域ふれあい活

動に取り組みました。 

• ママ友くらぶの開催を通じて、子育て世代の

女性を応援し、女性会フレッシュミズ会員募

集などの仲間づくりに取り組みました。 

 

教育・学習の活動 

• 農と食のつながりを楽しく学び、但馬の農業

を好きになってもらうため、地元の農家など

に協力いただいて、小学生を対象とした食農

体験教室「あぐりキッズスクール」を、日高、

村岡、八鹿の３会場で開催しました。 

 

地域貢献活動 

• 地域の活性化を目的に、婚活支援事業に取り

組みました。 

• スポーツを通じた健康づくりや仲間づくり

を応援するため、「ＪＡたじま杯」として地

域のスポーツ大会(少年サッカー、小学生バレ

ーボール、婦人バレーボール、少年野球、小

学生卓球)に協賛しました。 

 

 

 

【↑地域ふれあい活動（ボランティア清掃）】 

【↑あぐりキッズスクール】 

【↑ＪＡたじま杯（野球大会）】 
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平成 28 年度の主な業績について 

 

■事業利益 

4 億 2,800 万円 

 
 

■経常利益 

6 億４,955 万円 

 
 
■当期剰余金 

3 億９,191 万円 

 

 
 
■購買品取扱高 

29 億 9,403 万円 

 

 

■販売品取扱高（受託販売） 

60 億 7,646 万円 

 
 
 

 

 ＪＡたじまでは、平成 25年度決算にかかる配当より、出資配

当に加え、新たに事業分量配当を導入しています。 

 これは、「協同組合は利用者組織であり、組合員の事業利用に

よって生み出された剰余金は出来る限り組合員事業利用者へ還

元する」という考えから導入したものです。 

 配当基準等については、41ページの剰余金処分計算書をご覧下

さい。 

 

24 年度 

583 623 

25 年度 

517 

26 年度 27 年度 

653 

28 年度 

428 

24 年度 

3,647 3,740 

25 年度 

3,288 

26 年度 

3,330 

27 年度 

2,994 

28 年度 

831 

24 年度 

919 

25 年度 

833 

26 年度 

940 

27 年度 28 年度 

649 

24 年度 25 年度 26 年度 27 年度 

5,371 

6,124 
6,076 

28 年度 

24 年度 

434 

645 

25 年度 

579 

26 年度 

597 

27 年度 28 年度 

391 

（百万円） （百万円） 

（百万円） （百万円） 

（百万円） 

6,154 6,243 
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平成 28 年度の主な業績について 

 

■貯金残高 

3,493 億 3,036 万円 

 
 
■貸出金残高 

535 億 8,424 万円 

 
 
■長期共済保有高 

1 兆 2,662 億円 

 

平成 28 年度の自己資本の状況 

 

■自己資本比率 

 14.10％ 

 当 JA では、多様化するリスクに対応するとと

もに、組合員や利用者のニーズに応えるため、財

務基盤の強化を経営の重要課題として取り組ん

でいます。内部留保につとめるとともに、不良債

権処理及び業務の効率化等に取り組んだ結果、平

成 29 年 3 月末における自己資本比率は、

14.10％となりました。（バーゼルⅢ規制に基づき算出） 

 

 
 
■普通出資による資本調達額 

項  目 内  容 

発行主体 たじま農業協同組合 

資本調達手段の種類 普通出資 

コア資本に係る 

基礎項目に算入した額 

4,570 百万円 

（前年度 4,616 百万円） 

 
 
自己資本の詳細については、55 ページをご覧下

さい。 

 
 
 
 
 
 
 

3,365 

24 年度 25 年度 27 年度 26 年度 28 年度 

15.61 

24 年度 

15.69 

25 年度 

14.94 

26 年度 

15.06 

27 年度 

14.10 

28 年度 

24 年度 

614 604 

25 年度 

576 

27 年度 

551 

26 年度 

535 

28 年度 

14,614 

24 年度 

14,124 

25 年度 

13,121 

27 年度 

13,645 

26 年度 

12,662 

28 年度 

（億円） 

（億円） 

（億円） 

3,421 3,427 

（％） 

3,477 3,493 


